
定期的な通院・自己管理
継続的な療養管理・指導
緊急時の行動についての教育

危険因子となる疾病
の早期発見・治療

心筋梗塞等の心血管疾患の循環型地域医療連携システムのイメージ図
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在宅（自宅 ・ 介護老人福祉施設 等）

救急搬送

疾病の発症
自覚症状

「胸痛」
呼吸困難、意識消失、
吐き気、嘔吐、冷や汗

等

危険因子
高血圧、脂質異常症、喫煙、
糖尿病、メタボリックシンドローム、

ストレスなど
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連携・情報提供

ＡＥＤの普及による
バイスタンダー救助

退院

行政・保険者
生活習慣の改善、 心血管疾患に関する知識の普及・啓発
特定健診・特定保健指導：心血管疾患や発症リスクが高まっている者

（危険因子となる疾病を有する者）の早期発見

① 急性期対応医療機関

血栓溶解療法
経皮的冠動脈インターベンション治療
冠動脈バイパス手術
早期リハビリテーション 等

例 示

退院

② 回復期対応医療機関

疾病管理プログラムの実施
（心大血管疾患リハビリテーション）

例 示

③ 慢性期対応医療機関
慢性心不全対応医療機関

疾病管理プログラムの実施
（心大血管疾患リハビリテーション）
例示

通院

通院

紹介による
入院

④ かかりつけ医
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